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明
治
七
年（
一
八
七
四
）、
ア
メ
リ
カ
人

宣
教
師
の
ゴ
ル
ド
ン
ら
は
、
大
阪
初
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
あ
る
現
在
の
日
本

基
督
教
団
大
阪
教
会（
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
ド
ン
は
、
同
志

社
を
創
立
し
た
新に
い

島じ
ま

襄じ
ょ
うや
妻
の
八や

重え

に
英

語
を
教
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
三
年
後
の
明
治
十
年（
一
八
七
七
）、
ア

メ
リ
カ
人
宣
教
師
な
ど
の
助
力
を
受
け
ず

に
、
沢さ
わ
山や
ま

保ぽ
う

羅ろ

ら
日
本
人
だ
け
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
で
最
初
の
自
給
教
会
で
あ
る
浪
花

公
会
も
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
に
誕
生
し

ま
し
た
。
同
公
会
は
の
ち
、
日
本
基
督
教
団

浪
花
教
会
と
な
り
、
現
在
の
レ
ト
ロ
な
建

物
は
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）、
著
名
な
ア

メ
リ
カ
人
建
築
家
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
設
計
・

指
導
し
た
も
の
で
す
。
ゴ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ

ル
で
、
大
き
な
ア
ー
チ
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
が
印
象
的
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
浪
花
教
会
は
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）、
当
時
の
新
堂
町
で
あ
っ
た
柴

籬
住
宅（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」200
）の
中
に
、
新

し
く
牧
師
館
を
購
入
し
ま
し
た
。
柴
籬
住

宅
は
昭
和
初
年
か
ら
、
大
阪
市
北
区
の
小

谷
工
務
店
が
開
発
し
た
も
の
で
す
。
戦
後

も
、
大
阪
府
の
分
譲
で
広
げ
ら
れ
、
河
内

松
原
駅
南
部
の
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　
柴
籬
住
宅
の
真
ん
中
を
南
北
に
走
る
、
い

わ
ゆ
る「
さ
く
ら
通
り
」
の
西
側
に
柴
垣
会

館（
柴
垣
一
丁
目
）
が
あ
り
ま
す
が
、
浪
花

教
会
の
牧
師
館
は
会
館
横
の
通
り
に
面
し

た
東
側
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
の
浪

花
教
会
に
は
敷
地
内
に
牧
師
館
が
無
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
浪
花
教
会
牧
師
の
三み

つ

井い

久ひ
さ
しは
、
柴
籬
住
宅
の
自
宅
か
ら
、
高
麗
橋

に
か
よ
っ
た
の
で
す
。
同
時
に
、
三
井
牧

師
宅
で
は
、
近
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
子

供
会
や
家
庭
集
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
井
牧
師
が
松
原
に
移
っ
て
き
た
頃
、
市

内
に
は
キ
リ
ス
ト
教
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
前
号
の
通
り
、
昭
和
三
十

年（
一
九
五
五
）、
加か

藤と
う

貞て
い

治じ

と
歌
手
の
渡

辺
は
ま
子
夫
妻
が
所
有
し
て
い
た
ド
イ
ツ

館
を
購
入
し
て
、
河
内
松
原
教
会
が
設
立

さ
れ
た
の
で
す
。

　
河
内
松
原
教
会
は
、
翌
年
に
初
代
牧
師
が

赴
任
す
る
ま
で
、
三
井
が
浪
花
教
会
牧
師
を

つ
と
め
な
が
ら
、
兼
任
牧
師
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
縁
で
、
初
期
の
頃
は
、
浪
花
教

会
か
ら
礼
拝
堂
の
長
椅
子
や
聖せ
い

餐さ
ん

式
用
具

の
寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
河
内

松
原
教
会
の
ス
タ
ー
ト
は
浪
花
教
会
の
三

井
牧
師
館
が
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す

が
、
浪
花
教
会
の
伝
道
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
会
が
柴
籬
に
出
来
る
ま
で
、
信
徒
さ

ん
は
浪
花
教
会
や
大
阪
教
会
・
南
大
阪
教

会（
大
阪
市
阿
倍
野
区
）・
阿
部
野
教
会（
同

同
志
社
大
学
学
長
・
大
下
角
一

詩
人
・
阪
田
寛
夫
の
父
も
協
賛

西
田
　
孝
司

（
松
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

河
内
松
原
教
会
と
浪
花
教
会
牧
師
館

区
）
な
ど
の
会
員
で
し
た
が
、
や
が
て
河
内

松
原
教
会
へ
移
ら
れ
た
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
柴
籬
の
信
徒
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

で
き
た
教
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）
九
月
、
南

大
阪
教
会
牧
師
で
あ
り
、
同
志
社
大
学
学

長
を
つ
と
め
て
い
た
大お

お

下し
も

角か
く

一い
ち
が
教
会
を

訪
れ
、
特
別
伝
道
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
下
は
明
治
初
期
、
熊
本
バ
ン
ド
の
一
員

で
、
新
島
襄
が
新
設
し
た
同
志
社
英
学
校

に
移
っ
た
海え

老び

名な

弾だ
ん

正じ
ょ
うの
娘
あ
や
を
妻
と
し
、

海
老
名
の
リ
ベ
ラ
ル
神
学
の
影
響
を
受
け

た
人
物
と
し
て
有
名
で
す
。
三
井
は
、
大

下
に
河
内
松
原
教
会
へ
の
伝
道
師
派
遣
を

委
ね
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
下
は
多
忙

の
た
め
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

大
下
は
柴
籬
住
宅
の
信
徒
の
家
族
に
洗
礼

を
与
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
さ
く
ら
通
り
」東
側
に
あ
っ
た
浪
花
教
会

牧
師
館
は
、
の
ち
に
三
井
の
転
出
と
と
も

に
建
て
直
さ
れ
ま
し
た
。「
さ
く
ら
通
り
」
の

愛
称
は
、
南
北
の
通
り
三
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
両
側
に
、
数
十
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
柴
籬
住
宅
で
は
、
戦
前
か
ら
通
り
を
利

用
し
て
隣
組
対
抗
の
運
動
会
な
ど
を
行
い
、

親
睦
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。
通
り
は
、
大

阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の「
ツ
ー
ル
ド
大
阪
／

ま
つ
ば
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
オ
ア
シ
ス
広
場
の
鯉こ
い
野の

池い
け（「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」137
）や
教
会
周
辺
を
歩
か
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

桜の季節のさくら通り
（柴垣1丁目）　柴垣会
館の東側から北をのぞ
む。「ツールド大阪/ま
つばらウォーキング
コース」の標識が建つ。
平成23年4月撮影。

桜の季節のさくら通り
（柴垣1丁目）　柴垣会
館の東側から北をのぞ
む。「ツールド大阪/ま
つばらウォーキング
コース」の標識が建つ。
平成23年4月撮影。

河内松原伝道所会堂の募金趣意書　
昭和31年5月12日。三井久・大下角
一や阪田素

もと

夫
お

の名が見られる。南大
阪教会長老の阪田は、「サッちゃん」の
作詞者として有名な詩人阪田寛

ひろ

夫
お

（南
大阪教会で洗礼）の父である。部分略。

河内松原伝道所会堂の募金趣意書

河内松原伝道所の同意書　昭
和30年6月29日。河内松原教
会は、日本基督教団の伝道所
からスタートした。浪花教会
の三井久が同意している。

田畑に囲まれたさくら
通り　昭和21年。現柴
垣会館の東側から西南
の岡方面をのぞむ。隣
組対抗の仮装行列のよ
うす（個人蔵）。

桜の季節のさくら通り

田畑に囲まれたさくら
通り　
垣会館の東側から西南
の岡方面をのぞむ。隣
組対抗の仮装行列のよ
うす（個人蔵）。

いずれも『河内松原教会五十年史年表』2005年より。
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